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　山中鹿介(1545～ 1578)は、島根県の尼子氏に仕えた武将です。毛利氏に敗れた後、尼子氏を

再興し毛利氏と対決しましたが、上月城の戦いで敗れて、捕まえられました。毛利氏の本陣が

ある鞆の浦に高梁市を経由して護送されている最中に、高梁川の阿井の渡しで殺されました。江

戸時代になり、備中松山藩主石川氏の家臣によって現在の供養塔が作られました。
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